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論文 内 容 の 要 旨

 目的

 小児期における特発性完全右脚ブロック（以下特発

性CRBBBとする）を諸種非観血的心臓検査法を用い

て多角的に分析考察を行ない，さらに小児科領域でみ

られるCRBBBの成因分類を考案した．

 対象および：方法

 （1）1979年から1984年に至る6年間に心臓検診をう

けた東京都某市内の小中学校1年生13，642名の心電図

所見より，健康児におけるCRBBBの頻度を調査し
た．

 （2）当科外来において経過観察中の特発性CRBBB

47名を対象に，心電図・胸部レントンゲン写真，心音

図，ホルター心電図，トレッドミル運動負荷検査，心

エコー }，体表面電位図等の非観血的検査を行ない，

その臨床像を分析した．

 （3）1979年置ら1982年に至る4年間に当科に入院し

た先天性心疾患児1，280名の術前の心電図所見より，各

先天性心疾患におけるCRBBBの発生頻度を調査し
た．

 （4）当科における経験例と文献報告より小児期にお

けるCRBBBの成因について検討した．

 結果

 （1）小中学校1年生13，642名を対象に調査した一般

健康児におけるCRBBB発生頻度は男子0．14％，女子

0．08％であり，男子が高頻度であった．

 （2）47名の特発性CRBBBに対し，その臨床像を分

析した結果，初診時年齢は6歳，12歳にピークを認め，

70％の患児が心電図異常指摘によって来院した．胸部

レントゲン写真，心エコー図上，異常を認めず，また

聴診上66％の症例に機能性心雑音を聴取し，II音の分

裂は平均115．1±30．1msecであった．トレッドミル運

動負荷検査は間歓的CRBBBを除くと全例正常反応

を示した．体表面電位図，Mモード心エコー図より求

めたTcMc値から，小児期における特発性CRBBBを

末梢性ブロックと中枢性ブロックに分類することがで

きた．

 （3）先天性心疾患に見られるCRBBBについて検

討したが，各疾患によりその発生機序は異なり，

CRBBB発生頻度もまた特徴的であった．

 考察

 本研究の結果より特発性CRBBBは小児期におい

てほとんどの症例が無症状に経過し，成人期に至ると

考えられるが，その長期予後については不明であり，

本症例群が今後，成人病早発群となりうる可能性もあ

る．また小児期の特発性CRBBBも中枢性ブロックと

末梢性ブロックに分類され，両者の予後についても今

後さらに長期的検討を要する．

 結語

 小児期における特発性CRBBBについて調査研究

し，さらに小児期のCRBBBの成因機序を論ずると共

にその分類を考案した．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は小児の特発性完全右脚ブロックにつぎ，発見状況，頻度，性差，年齢分布，心臓病学的所

見などを調査研究し中枢性，末梢性の2種の存在の確認 さらに成因学的右脚ブロック分類を行なっ

た新知見に富むもので小児循環器病学に貢献するところ，大である．
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